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の�

おすすめ�

用
し
て
い
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
の�

資
源
回
収�

　
10
月
に
結
婚
し
て
岡
山

市
民
か
ら
津
山
市
民
に
な
り

ま
し
た
。
以
前
は
、
ご
み
に

つ
い
て
ま
っ
た
く
考
え
ず
、

紙
も
ビ
ニ
ー
ル
類
も
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
も
す
べ
て
可
燃
ご
み

と
し
て
扱
う
環
境
に
慣
れ
て

い
た
の
で
、
津
山
に
来
た
当

初
は
と
て
も
戸
惑
い
ま
し
た
が
、

今
は
夫
婦
と
も
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。�

 

以
前
な
ら
レ
ジ
袋
は
ご
み

を
捨
て
る
と
き
に
活
用
し
て

い
ま
し
た
が
、
津
山
で
は
か

さ
ば
る
の
で
マ
イ
バ
ッ
グ
持

参
で
買
い
物
に
行
き
ま
す
。

回
り
の
人
た
ち
に
も
早
く
普

及
す
れ
ば
い
い
な
。
（
北
園

町
・
女
性
）�

　
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
津
山
市
で
は
マ
イ
バ

ッ
グ
の
ポ
イ
ン
ト
制
度
「
つ

や
ま
・
エ
コ
・
シ
ス
テ
ム
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、�

ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

市
環
境
事
業
課�

　
私
の
家
庭
で
は
夫
が
よ
く

ビ
ー
ル
を
飲
む
の
で
、
と
く

に
空
き
缶
が
す
ぐ
た
ま
り
ま�

す
。
町
内
の
資
源
回
収
日
ま

で
に
は
か
な
り
の
量
に
な
る

の
で
、
近
く
の
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
の
資
源
回
収
へ
持

っ
て
い
き
ま
す
。
こ
こ
で
回

収
し
て
も
ら
え
る
こ
と
は
と

て
も
助
か
り
ま
す
。�

　
最
初
の
こ
ろ
、
夫
は
自
分

で
缶
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
お
き

な
が
ら
、
資
源
回
収
に
持
っ

て
い
く
の
は
、
め
ん
ど
う
そ

う
に
言
っ
て
い
ま
し
た
。
で

も
今
で
は
「
自
分
の
ご
み
だ

か
ら
な
ぁ
」
と
言
っ
て
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ト
レ
イ
も
分

別
し
て
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
回
収
箱
ま
で
持
っ
て
い

っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
あ
れ
ほ
ど
ご
み
の
分

別
を
め
ん
ど
う
が
っ
て
い
た

人
が
こ
ん
な
に
協
力
的
に･･･

と
感
心
し
て
い
ま
す
。�

　
家
庭
内
の
協
力
も
も
ら
っ

て
い
る
の
で
、
市
の
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
に
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。
（
二
宮
・
女

性
）�

と
り
あ
る�

運
転
を�

イ
バ
ッ
グ
を

持
参
し
て
い

ま
す�

 

津
山
に
住
ん
で
、
も
う
す

ぐ
１
年
が
た
ち
ま
す
が
、
運

転
マ
ナ
ー
の
悪
さ
に
驚
く
毎

日
で
す
。
ウ
イ
ン
カ
ー
で
知

ら
せ
な
い
で
曲
が
る
車
が
多
く
、

ヒ
ヤ
ッ
と
し
ま
す
。
ゆ
と
り

あ
る
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
院
庄
・
男
性
）�

●
ご
意
見
、
ク
イ
ズ
、
イ

ラ
ス
ト
は
左
の
あ
て
先
へ

ど
う
ぞ
。
見
本
の
と
お
り

に
書
く
だ
け
で
着
き
ま
す�

�

POST  CARD

7 0 8 8 5 0 1

津
山
市
役
所�

行
政
広
報
室
行�

わ�

た�

し�

も�

ひ�

と�

こ�

と�私�

　お便りには必ず住所、氏名、年齢、学校・学年、電話番号を記入してください。 ファクス25-0263、�
インターネット目安箱 meya su@city.tsuyama.okayama.jpでの応募も受け付けています。�
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山
本
　
麻
由�

（
小
学
３
年
・
山
北
）�

　
近
藤
　
育
永�

（
小
学
５
年
・
高
野
山
西
）�

　
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
雪
だ
ん
ご
。�

（
小
学
５
年
・
高
野
本
郷
）�

　
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
み
つ
く
り�

（
小
学
５
年
・
高
野
本
郷
）�

　
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
流
れ
星�

（
小
学
５
年
・
高
野
山
西
）�

　
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
花
火
（
小
学
５
年
・
高
野
本
郷
）�

●高校生まで●色は白黒。サインペンなどでかく�

  （鉛筆・ボールペンはダメ）●テーマは自由�

●採用分には記念品を差し上げます�

●はがきの表に住所・名前・学年（年齢）を書く�

●ペンネームもOKです●敬称略�

こうこうせい� いろ�しろくろ�

えんぴつ� じゆう�

さいようぶん�

おもて� か�じゅうしょ    なまえ     がくねん  ねんれい�

きねんひん� さ� あ�
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▲�▲�
▲� ▲�

の�

谷川　倫太郎くん（勝部・鶴山小学校２年）�

「怪談レストラン」シリーズ�
（怪談レストラン編集委員会編・童心社）�

おすおすすめすめ�

全
運
転
を�

心
が
け
て�

　
私
は
車
の
後
ろ
に
「
赤
ち

ゃ
ん
が
乗
っ
て
い
ま
す
」
の

シ
ー
ル
を
張
っ
て
い
ま
す
。

車
に
は
２
人
の
子
ど
も
と
妊

娠
中
の
私
の
３
人
が
乗
っ
て
、

子
ど
も
の
た
め
、
私
の
た
め
、

周
囲
の
た
め
に
決
め
ら
れ
た

速
度
で
安
全
運
転
を
し
て
い

ま
す
。�

　
で
も
、
な
か
に
は
ブ
レ
ー

キ
を
踏
む
と
ぶ
つ
か
っ
て
し

ま
い
そ
う
な
至
近
距
離
で
走

っ
て
く
る
車
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
ひ
ど
い
と
き
に
は

ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
し
て

き
ま
す
。�

　
私
は
、
安
全
速
度
で
走
り
、

な
お
か
つ
車
に
「
赤
ち
ゃ
ん

が
乗
っ
て
い
ま
す
」
と
張
っ

て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
で

し
ょ
う
か
。
毎
日
、
悩
ん
で

い
ま
す
。�

　
安
全
運
転
を
、
と
く
に

「
赤
ち
ゃ
ん
（
子
ど
も
）
が

乗
っ
て
い
ま
す
」
と
張
っ
て

い
る
車
に
は
、
ゆ
と
り
と
思

い
や
り
の
あ
る
運
転
を
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
志
戸
部
・
女
性
）�

私�

　お化け屋敷レストランやがい骨レストラン、あの世レス
トラン…こんな怖そうな名前のレストランが本当にあった
らいやでしょう。でも、これは全部本の名前なんです。
「怪談レストラン」シリーズの本は30冊くらいあります。
不思議でおもしろくてこわーい話が集まった本で、とても
楽しくて読みやすいです。題名は怖そうだけど本当はぜん
ぜん怖くないので、怖がりの人でも大丈夫です。

　話の内容もおもしろいけど、僕は
このシリーズの絵も気に入っています。
表紙の絵はどれも楽しくて、中にも
たくさん絵が載っています。ちょっ
とせりふが書いてある漫画のような
イラストもおもしろいです。
　このシリーズの本は人気があるので、
学校でも予約をしないとなかなか借
りられません。おもしろくて楽しい
このシリーズは僕のおすすめです。

�

　津山にほんごの会についてのお問い合わせは、�
市企画室332‐2027へどうぞ。�

広�報�ク�イ�ズ�

　
河
原
　
瞳�

（
小
学
４
年
・
日
上
）�

　
田
村
　
友
希�

（
小
学
４
年
・
河
辺
）�

　
松
田
　
拓
也�

（
小
学
２
年
・
小
田
中
）�

　
河
原
　
和
輝�

（
小
学
１
年
・
日
上
）�

　　　　展は何月何日から開催される？�

　　　　答えのほかに必ず、日ごろ感じていること、記事
の感想、市政に対する要望など、何でも書き添えてください。
（広報紙やホームページなどに、匿名で紹介させていただ
きます）正解者の中から抽選で５人に図書券を贈ります。�

問�

応募方法�

３月10日（水）　当日消印有効締め切り�

広報つやま 4 月号発　　表�

応募23人、正解22人

太田　道之さん、小澤　久栄さん、神田百佳理さん、�
森　亜由美さん、森　貴富さん�

12月号当選者�

スプレー�12月号の正解�

人�人�いきいき�

津山の�人�
津山にほんごの会�

　子育ての合い間に学生時代好きだった英語の勉強を始め、
その後、津山国際交流ボランティアに登録しました。これ
がきっかけで津山にほんごの会ができたころからかかわっ
ています。
　津山にほんごの会は、外国から来た人が日本での生活に
なじめるよう日本語の習得を手助けするボランティアグル
ープです。おもな活動となる日本語教室のほか、各国の料
理を紹介する会、スピーチコンテストやお茶会など日本文
化を紹介する催しもしています。外国人約80人、日本語講
師ボランティア30人の登録があり、週３回教室活動を行っ
ています。
　覚えた日本語が実際に役に立ったとお礼を言われるとと
てもうれしいし、多くの国の人と接することでいろいろな

考え方を知ることができ、自分の世
界も広がったように感じます。
　津山にほんごの会では日本語講師
ボランティアを募集しています。外
国語が話せる必要はありません。私
たちといっしょに活動しませんか。


